
 

 

［成果情報名］寒冷地での短日処理による一季成り性イチゴ秋どり栽培における適品種  

［要約］寒冷地での短日処理による一季成り性品種を用いたイチゴ秋どり栽培では、「紅ほ

っぺ」が栽培年次や栽培方式（土耕、高設栽培）にかかわらず安定して多収であり、大果

であることから適品種である。 

［キーワード］イチゴ、一季成り性品種、秋どり栽培、短日処理、「紅ほっぺ」 

［担当］東北農研・夏秋どりイチゴ研究チーム 

［代表連絡先］電話 019-641-9214  

［区分］東北農業・野菜花き（野菜）、野菜茶業・野菜栽培生理 

［分類］技術・参考 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

我が国のイチゴ生産では、夏秋期（７～10 月）が端境期となっており、夏秋イチゴの増

産が強く求められている。一方、寒冷地では、一季成り性品種を用いて、夜間冷房を行わ

ずに短日処理のみでイチゴを花芽分化させ、秋期（９～11 月）に収穫することが可能であ

る。しかし、この秋どり栽培における適品種は明確に示されていない。そこで、本栽培に

ついて、多収、大果等の形質を示す適品種を明らかにする。 

［成果の内容・特徴］ 

１．一季成り性イチゴ品種の秋どり高設栽培における収量は、年次によって異なるが、品

種による収量の多少はほぼ同じ傾向であり、「女峰」、「紅ほっぺ」、「もういっこ」、

「雷峰」で収量が多く、「さちのか」、「さがほのか」で少ない（図１）。 

２．品種別収量の差は主に収穫果数の差に起因するが、平均一果重にも品種間差があり、

「紅ほっぺ」、「もういっこ」で一果重が大きく、「女峰」、「さちのか」で小さい（図

２）。 

３．「紅ほっぺ」、「もういっこ」では、頂花房出蕾後、多くの株で早期に次花房が出蕾

し、秋期の出蕾花房数が株当たり 1.7～1.9 本となること（図３）が多収の一因である。 

４．秋どり栽培における収量の品種間差には、栽培方式（土耕、高設栽培）に関わらずほ

ぼ一定の傾向があり、「紅ほっぺ」は安定して多収である（図４）。 

５．以上から、本栽培で安定して多収、大果となる適品種は「紅ほっぺ」である。なお、

「もういっこ」も高設栽培で多収、大果であり、高設栽培に適する。  

［成果の活用面・留意点］ 

１．秋どり栽培は、５月中下旬に採苗、６月下旬から７月下旬に短日処理（８時間日長、

約 30 日間）、花芽分化確認後７月下旬に定植、９月下旬に収穫開始、10～11 月に収穫

盛期の作型である。本栽培は、７月平均気温 22℃以下で、かつ９月平均気温 19℃以下

の寒冷地に適用できる。 

２．「紅ほっぺ」は、高温期に軟果となりやすいが、本栽培では果実品質に問題はみられ

ない。また、本品種は芯止まり株が発生しやすく、育苗期の肥料切れによりその発生が

助長される。このため、育苗期に肥料切れとならないよう管理する。 



 

 

［具体的データ］ 
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［その他］ 

研究課題名：寒冷・冷涼気候を利用した夏秋どりいちご等施設野菜の生産技術と暖地・

温暖地のいちご周年生産技術の確立 

中課題整理番号：213b.1  

予算区分： 基盤 
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発表論文等：山崎ら（2010）東北農業研究、63:149-150 
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図１ イチゴ秋どり高設栽培における

品種別収量  
   収量：6g 以上の果実収量、分散分析によ

り、品種の要因で有意差 (1%水準 )あり  

図２ イチゴ秋どり高設栽培における

品種別果数および平均一果重  
   果数、一果重ともに、分散分析により、

品種の要因で有意差（1%水準）あり  
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図３ イチゴ秋どり高設栽培に

おける第２花房早期出蕾

株率および秋期出蕾花房

数 
   左：第２花房早期出蕾株率（第２

花房が 9 月末までに出蕾した株の

割合） 

右：秋期出蕾花房数（9 月末まで

の出蕾花房数） 

図４ イチゴ秋どり栽培におけ

る品種別相対収量指数の

推移 
   相対収量指数：対照品種「女峰」

の収量を 100 とした場合の相対収

量 

2003～2007 年：土耕 

2008、2009 年：高設栽培 

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
0

20

40

60

80

100

120

140

栽培年次

とちおとめ

さちのか

さがほのか

紅ほっぺ

もういっこ

雷峰

土耕 高設栽培

0

50

100

150

200

250

9月

10月

11月

12月20092008


